
2024年度男女共同参画 協働事業 に応募 
　今年度は、女性への住宅政策に注目した講座にしま
す。非正規・中高年シングル女性の住居は民間賃貸住宅
が４割を占め、住宅費負担が大きいことが調査から明ら
かになり、昨年の講座でも話題になりました。退職後の
住居についての不安も語られました。「一人でも生きて
いける社会」とは、という問題を住宅政策を中心に参加
者と共に考えていきます。 

非正規・中高年シングル女性の現状とこれから 
　Part.２　女性が一人でも生きていける社会とは 
【第１回】一人でも生きて行ける女性への住宅政策は?

　「横浜市の単身世帯の住まい状況・ニーズ調査から
             　　　　　　シングル女性の課題は」
 　講師：植野ルナさん（横浜市男女共同参画センター）

【第２回】　定年後、私の住まいはどうなるの？　
　講師案：和田しずかさん（ジャーナリスト）交渉中
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2024年3月14日 同性婚裁判　札幌高裁判決　　（東京新聞より抜粋）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   
同性婚否定は「違憲」 憲法は「婚姻の自由を保障」 
同性カップルの結婚を認めない民法などの規定は憲法に違反すると訴え
た集団訴訟で、札幌高裁は「婚姻は両性の合意のみに基づいて成立する」
と定めた憲法24条1項は「同性婚も保障すると理解できる」との初判断を
示し、民法や戸籍法の関連規定を違憲とした。同種訴訟の高裁レベルで違
憲判断は初めて。 
札幌高裁の斎藤清文裁判長は判決理由で、▶︎憲法24条1項について、旧憲
法下の家制度での婚姻を否定し、当事者の自由意思で婚姻するために「両
性」と表現したと指摘。制定当時は同性婚を想定していなくても、現在で
は性的指向や同性婚の自由も十分に尊重すべきだとした。24条1項を「人
と人との婚姻の自由を定めたもので、同性婚も異性婚と同程度に保障する
趣旨」と解釈。同性婚を認めた場合に「社会に大きな変化をもたらす」と
いった反対論については「的確な根拠があるとはうかがえない」とした。 
▶︎法の下の平等を定めた14条1項にも違反しているとした。異性愛者と
同性愛者の違いについて、人の意思で選択・変更できない性的指向の差異
だと認定。それなのに同性愛者は、婚姻による法的効果を受けられないた
め、現行規定について「差別的取り扱いに当たる」と結論づけた。

2024年 　 
すすめる会 第41回総会　 

日時：5月18日(土) 13:30～16:00 
場所：高津市民館　第1会議室 
◆第１部　総会　 
・2023年度　活動報告／活動のまとめ 
会計報告／会計監査報告／質疑応答 

・2024年度　活動計画案／予算案など 
・役員改選　提案と承認 
　質疑応答 

◆第２部　講演　国広陽子さん 
　　　　　　　　　（武蔵大学名誉教授） 
テーマ：性差別撤廃の国際的な取り組みか
ら北京会議（1995）へ。 
その後のバックラッシュを経て今… 
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日本国憲法（抄） 
第２4条 婚姻は両性の合意に
のみ基いて成立し、夫婦が同
等の権利を有することを基本
として、相互の協力により、
維持されなければならない。 

第14条 全ての国民は、法の
もとに平等であって人種、信
条、性別、社会的門地によ
り、政治的、経済的または社
会的関係において、差別され
ない。 

◾東京地裁は「違憲状態」 
「伝統的価値観は揺らいでい
る」と指摘。「国会の立法裁
量に委ねられている」現段階
では違憲とは言えないと結論 
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夫婦に同姓を義務づける制度が「ビジネスを
阻害している」として今年に入って経団連や経
済同友会が動き始めました。 
旧姓をビジネスネームで使用している女性

は、国連など、海外を訪れる際にパスポートを
使用するセキュリティチェックなどで、毎回の
ように混乱するため、重要な仕事に支障が起き
かねない場面が多くなっているそうです。 
３月８日国際女性デー当日、経済同友会・経

団連らが、民放を所管する法務省を訪れ、選択
的夫婦別姓の導入を求める要望書を手渡しまし
た。 
同じく８日、東京・北海道・長野などの男女

12人が国に対して別姓のまま結婚できる地位の

確認などを求め東京、札幌両地裁に提訴しまし
た。 
現行制度は違憲と訴え、選択的夫婦別姓制度

の実現を求める集団訴訟は３回目。今回「社会
情勢は変化し、必要性は高まっている」などと
主張。原告の黒川さんは「過去の最高裁は、合
憲としたが、国会に解決を求めた。それでも動
きはない。裁判所が違憲と判断し、法改正につ
ながってくれれば」と話されました。 
さて３月26日、国会で選択的夫婦別姓導入を

強く望む議員の質問に対し、法務大臣は「国会
でさまざまなご意見をしっかりと議論してい
く」との答弁でした。テレビを見ながらめまい
を感じました。（小林英子）　　　関連記事３面

3.8国際女性デーは、この数年、日本でも知
られるようになってきたようです、新聞で特集
記事が組まれたり、企業の協賛で活躍女性を表
彰したり。世界では、休日で、女性が街に出て
声をあげ、連帯を示す行動が繰り広げられる国
もあるようですが。日本ではミモザの花のイ
メージが先行していて、日比谷花壇では４年前
位に比べて、1.8倍も売り上げが伸びていると
か。街中でも黄色を強調したディスプレイが目
立ちます。企業の戦略にのらされているような
気もします。（神奈川の集会でも参加者にミモ
ザが配られましたが、これは実行委員のお宅の
お庭のミモザで、大きなゴミ袋にわんさかと詰
め込まれて到着しました。） 

『3.8国際女性デー神奈川県集会』は、今年
で77回目。1947年から続けられてきた歴史の
ある行動です。3.8当日には桜木町駅前の広場
で、かながわ Women’s Action として、『ひと
りじゃない、私たちは、変えていく』のスロー

ガンを掲げた横断幕を広げて、スタンディング
＆アピールを行いました。 
実行委員長の湯山薫弁護士のあいさつから始

まり、参加団体や参加者のスピーチが続きまし
た。　“フラワーデモ”がだした国際女性デーに
寄せての「女性の話をしよう」のステートメン
トの一節も読み上げられました。「そして、国
際女性デーには女の話をしよう。堂々と話そ
う。世界は女の声を聞くべきなのだ。」に感激
したとの声も聞かれました。なんと！ 日本の
職場での男女格差、ジェンダー平等について研
究するためにアメリカから留学している女性の
飛び入りスピーチもありました。 

街でも、SNSでも、３月８日はHappy！の文
字が躍っていますが、現実は…。ガザ、ウクラ
イナ、世界の各地で、女性が苦しんでいます。 
世界の女性が３月８日には『ここにいるよ』

と声をあげ、つながれる日が来ることを願い、
また来年の３月８日に集まりましょう。 (細谷)

▶︎▶︎経済界でも強まる 選択的夫婦別姓の導入を求める声！ ◀︎◀︎

３.８ 国際女性デー　かながわWomen’s Action 
2024.  ３月８日(金)　12:00～13:00　　JR桜木町駅前広場    

　  ̶ひとりじゃない、私たちは、変えていく̶
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４月２３日（土）に、神奈川県では３回目となる 
女性による女性のための相談会＠かながわ・横浜
in波止場会館を開催しました。波止場会館は第１
回に続いての会場です。カフェやヨガ、マッサー
ジ、イトオテルミー（今回初めて）のリラックス
プラグラム会場である５階ホールからは横浜港が
見渡せます。（前日の夕方、会場を設営している
ときに、汽笛と共に、『飛鳥』が出航して行きま
した～）　相談会にお越しの方に、私は必ず、
『景色がいいので、見ていってくださいね』と案
内しています。 
　当日は朝から雨模様でしたが、11時の開場前に
お越しの方もいて、すこし早めて開始しました。 
カフェでお茶やお菓子、中華おにぎり（中華街の
お店からの）をつまみながら、相談のある方のお
話を聞くインテーク担当が大忙しになる時間帯も
ありました。相談の方の滞在時間は平均で２時間
ほどですが、ほぼ一日、会場で過ごされた方もい
ました。当日ボランティアでの参加者からは、
『スタッフも相談で来られた方もみんな和やか
で、自分もゆったりした気分で一日を過ごした、
これがシスターフッドかな』の声も聞けました。 
　マルシェ会場は４階です。農民連、フードバン
ク、横浜、川崎の男女共同参画センターなどなど
からご協力いただいた品物が所狭しと並びまし
た。バラを中心とするお花は必ず用意します。み
んながその香りと色に癒されます。『ショッピン
グしている気分になれた』という感想も寄せられ
ました。 

　弁護士、税理士
などの専門家に個
別で相談できま
す。カフェでお話
を聞いたインテーク担当も同席し、相談の方が安
心して話せる工夫をしています。 
レノンウォールに『元気になれた』『心がすっ
きりした』『味方がいてくれて嬉しい』との言葉
が書き込まれました。解決できなくてもちょっと
前にすすめそう、安心して話ができた、そんな居
場所になることを実行委員会で共有し、準備して
きた思いがつながりました。 
　相談会の実行委員会はほぼオンラインで開催さ
れます。リアル実行委員会もありますが、この時
には学習会が行われます。今回は、寿町で支援活
動をしている反貧困ネットワーク神奈川 共同代表
の高沢幸男さんから、『不安定居住層はどこにい
るのか？ 見えない貧困を生みだす背景とは』の
テーマでお話を聞きました。現場で起こっている
ひとつひとつの事例には、『知っている、わかっ
ている』つもりをこなごなにされました。 
次回は未定ですが、HPやSNSでも発信は続けてい
きますので、実行委員会への参加、ボランティア
参加の検討をよろしくお願いします。 

今回の開催についての報告リリースを出して
います。HPでご覧ください。　 
https://kanaforher.jimdofree.com/　

女性による女性のための相談会 ＠かながわ・横浜 
   が行われました  2024. 3/23  in 波止場会館　（報告 細谷あつ子） 

yokohama
　 

波止場会館 

 すくらむ21 
 ★まつり★　　  ６/23 　　　   　　　
13:00~1500  第３研修室 
市会議員と語ろう！ 
議員ってどんなお仕事？ 
「ジェンダー平等」と聞かない日は
ないこのごろ、川崎の女性議員は 
６０人中１６人。議員さんと、日頃
感じていることなど、気軽におしゃ
べりしましょう。 

時事ドットコムニュース　2024.3.8配信より 
「選択的夫婦別姓制度はやるべきだと思っている」 
経団連の十倉雅和会長は、２月の定例記者会見で記者の質
問にこう答えた。　 
十倉会長は、姓を変えると旧姓で書いた研究論文など、そ
れまでの実績が分かりにくくなるような弊害もあると指
摘。「政府には、女性の働き方の多様な改革をサポートす
る一丁目一番地として、ぜひやっていただいたらいい」と述
べた。 
厚労省の国立社会保障・人口問題研究所の調査では、「夫
妻が別姓であっても良い」に賛意を示した人の割合は2013
年が41.5％、2018年は50.5５％、2022年は61.0％と徐々
に広がりを見せている。


